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図書館とは、図書、記録その他必要な資料を収集し、整理し、保存して、一

般公衆の利用に供し、その教養、調査研究、レクリエーシヨン等に資すること

を目的とする施設 

公共図書館が教育、文化、情報の活力であり、男女の心の中に平和と精神的

な幸福を育成するための必須の機関である 

公共図書館は、その利用者があらゆる種類の知識と情報をたやすく入手で

きるようにする、地域の情報センターである。 

公共図書館は原則として無料とし、地方および国の行政機関が責任を持つ

ものとする。それは特定の法令によって維持され、国および地方自治体により

経費が調達されなければならない。公共図書館は、文化、情報提供、識字およ

び教育のためのいかなる長期政策においても、主要な構成要素でなければな

らない。 

図書館は、当該図書館の図書館奉仕に関する地域住民その他の関係者の理

解を深めるとともに、これらの者との連携及び協力の推進に資するため、当該

図書館の運営の状況に関する情報を積極的に提供するよう努めなければなら

ない。 

（五）多様な学習機会の提供 

1 図書館は、利用者及び住民の自主的・自発的な学習活動を支援するため、

講座、相談会、資料展示会等を主催し、又は関係行政機関、学校、他の社会教

育施設、民間の関係団体等と共催して多様な学習機会の提供に努めるととも

に、学習活動のための施設・設備の供用、資料の提供等を通じ、その活動環境

の整備に努めるものとする。 
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図書館の設置及び運営上の望ましい基準（平成 24 年 12 月 19 日文部科学省告示） 
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（六）ボランティア活動等の促進 

1 市町村立図書館は、図書館におけるボランティア活動が、住民等が学習の

成果を活用する場であるとともに、図書館サービスの充実にも資するもので

あることにかんがみ、読み聞かせ、代読サービス等の多様なボランティア活動

等の機会や場所を提供するよう努めるものとする。 

公立図書館に図書館協議会を置くことができる。 

２ 図書館協議会は、図書館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに、図

書館の行う図書館奉仕につき、館長に対して意見を述べる機関とする。 

法第 14 条の規定に基づき、柳井市立図書館協議会（以下「協議会」とい

う。）を置く。 

２ 協議会の委員（以下「委員」という。）の定数は、10 人以内とする。 

３ 委員は、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動

を行う者並びに学識経験のある者の中から教育委員会が任命する。 

４ 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、補欠委員の任期は、

前任者の残任期間とする。 

法第十六条の文部科学省令で定める基準は、学校教育及び社会教育の関係

者、家庭教育の向上に資する活動を行う者並びに学識経験のある者の中から

任命することとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 図書館協議会の定義 

 

図書館法第１４条 

 

 

 

 

  

図書館法施行規則第１２条 

 

 

 

 

 

柳井市立図書館条例第８条 

 

 

 

 

  

 

 

 


